


今後の道路行政についての意見・提案 

① 道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 

②

山 形 県 大 蔵 村 

様式 ① 

 

 

・５０年、１００年先を見据え、歴史・景観・環境等に配慮した道づくりが必要と思う。地方では、道路財源

の問題をはじめ地方交付税の減額により道路の維持管理も容易にできない市町村も増えている。住民ニ

ーズは国道並みの維持管理を求めており、多くの要望に対応できない状況にある。また、橋梁、トンネ

ル、舗装の老朽化、劣化も著しく、国民の足元からの整備も地方では必要となっている。県・市町村の道

路財源の確保も急務となっている。 

 

 

 

○優先度の高い要望 

 

・高速道路（高規格道路）のネットワーク化を推進し、地方都市・周辺市町村からのアクセスとの時間的

距離の短縮により都市との対流、社会経済の活性化。 

 

・災害に強い安全安心な道づくり。 

 

・雪道に強い道づくり。 

 

・地方では、まだまだ生活に直結する道路が未整備なため、県管理国道、幹線県道、幹線市町村道の

整備促進。 

 

 

 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－１ 地域の現状と抱える課題 山 形 県 大 蔵 村 

○課題 ○現状 

 公共交通網が整備されていない本村にとって、１家族当たり

の自動車所有率が高く、移動は自家用車によることが大多数で

ある。隣接する新庄市へは高校の通学、通勤、日用品・食材の

購入と生活をするうえで道路はなくてはならない生命線と言

える。村内集落間を結ぶ村道のうち車道幅５．５ｍ以上の道路

は３０％の整備率となっており、すれ違いの出来ない道路が大

部分を占めている。特に冬期間は道路幅が狭くなり対向車とす

れ違うことはままならない状況である。また、大型車の通行が

多くなったことや冬期間の除雪で舗装面の損傷が著しく、維持

管理費が嵩んでいる。 

 村内を縦断する唯一の国道４５８号は整備が始まったもの

の道路幅が狭く大型車同士のすれ違いは相当減速しなければ

ならなく、砂利道で大型車が通り抜けできない状況である。

 最上圏域を通る高速道路の計画はなく、高規格道路の整備が

ようやく始まったばかりである。また、県内の高速道路も全国

に比べ整備率低く、高速道路へ乗り入れるまでは４０ｋｍ近く

の一般道を走らなければならず高速交通網のネットワーク化

が進んでいない。 

 集落間を結ぶ道路の大部分は急峻な地形を通る道路で、急カ

ーブや急勾配の道路が多く、冬期間は交通事故の発生が多いこ

とから、安全に通行できる２車線化あるいは１.５車線化の道路

整備を促進し、利便性・安全性及び災害に強い道路整備を実施

しなければならないが、急峻な地形のため道路構造令に乗っ取

った道路改良は多額の工事費を必要とし、限られた村の財源で

は整備が進まない。また、舗装修繕、橋梁塗装など大規模な維

持修繕工事を実施することは厳しい財政状況の中、困難な状況

である。 

 近年、自動車のカーナビゲーションの普及により、初めての

道路でも安心して通行できるようになっています。山形方面か

ら肘折温泉へは、山形自動車道寒河江インター経由で国道４５

８号を通るよう案内されますが、一部砂利道ですれ違いができ

ない道路で利用者からの苦情が多く寄せられ、肘折温泉のイメ

ージダウンに繋がっている。 

村の産業基盤である農業は水稲に、園芸と畜産をプラスした

複合経営化により野菜、キノコ類、肉用牛などの出荷が増え、

産地ブランドの確立を図るうえでも、市場への運送は早くて到

着時間等が計算できる高速道路網の整備が必要である。また、

近くに就業の場が少なく若者の流出が多いことから、地場産業

の育成、企業誘致の環境づくりを行うためにも高速交通網の体

系づくりが緊急の課題である。 

様式 ② 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－２ 地域の目指すべき将来像 山 形 県 大 蔵 村 

  本本村村はは、、人人口口のの減減少少・・少少子子化化・・高高齢齢化化がが進進展展すするる中中、、村村内内産産業業経経済済のの発発展展をを掲掲げげたた施施策策のの展展開開をを進進めめ、、特特にに村村のの基基盤盤産産業業ででああるる農農業業

とと観観光光のの始始めめ工工業業のの活活性性化化をを図図りり、、働働くく場場所所をを確確保保しし若若者者のの定定住住をを促促進進すするる。。農農業業ににおおいいててはは、、施施設設園園芸芸作作物物のの夏夏秋秋トトママトト、、ミミニニトトママトト、、

ニニララ、、タタララのの芽芽、、椎椎茸茸、、山山菜菜やや肉肉用用牛牛のの産産地地ブブラランンドドをを確確立立しし、、市市場場へへのの出出荷荷をを実実施施ししてていいるる関関東東、、関関西西圏圏をを始始めめ主主要要都都市市へへはは、、高高速速道道

路路ネネッットトワワーーククをを活活かかしし新新鮮鮮なな農農産産物物のの出出荷荷体体制制をを整整ええるる。。観観光光産産業業はは肘肘折折温温泉泉郷郷、、日日本本のの棚棚田田百百選選にに選選ばばれれたた「「四四ヶヶ村村のの棚棚田田」」里里山山

のの環環境境ななどど豊豊かかなな自自然然やや景景観観等等のの観観光光資資源源をを有有効効にに活活用用しし「「宿宿泊泊静静養養型型観観光光」」かからら「「体体験験すするる観観光光」」へへ移移行行ししたた自自然然交交流流体体験験型型学学習習地地

域域のの形形成成をを図図りり魅魅力力ああるる観観光光環環境境のの整整備備充充実実にに努努めめ、、仙仙台台圏圏をを始始めめととすするる各各地地域域かかららのの高高速速道道路路ネネッットトワワーークク、、国国道道、、県県道道ののネネッットトワワ

ーークク形形成成をを活活かかしし広広域域観観光光をを含含めめたた観観光光客客のの誘誘客客をを進進めめるる。。工工業業はは、、岩岩手手県県宮宮城城県県にに自自動動車車産産業業をを始始めめととししたた新新たたなな産産業業のの集集積積がが進進

んんででおおりり、、当当地地域域がが東東北北地地方方中中央央部部にに位位置置すするるとといいうう優優位位性性をを活活かかしし、、石石巻巻酒酒田田高高規規格格道道路路のの整整備備とと合合わわせせ関関連連企企業業のの誘誘致致をを進進めめ雇雇

用用をを確確保保しし地地域域振振興興をを図図るる。。ままたた、、本本村村はは国国内内ででもも有有数数のの特特別別豪豪雪雪地地域域ででああるるここととをを考考慮慮しし、、「「日日本本一一のの除除雪雪完完備備のの村村」」をを目目指指ししたた克克雪雪

道道路路対対策策をを進進めめるるとと共共にに、、急急峻峻でで狭狭隘隘なな地地形形のの厳厳ししいい自自然然・・地地形形環環境境下下ににああるるたためめ四四季季をを通通じじ安安全全でで災災害害にに強強いい交交通通体体制制とと救救急急医医療療

やや緊緊急急輸輸送送体体制制をを拡拡充充すするる。。  

様式 ③ 

 



今後の道路行政についての意見・提案 
山 形 県 大 蔵 村 ③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 

○期待する効果や評価等 ○重点事項 ○代表事例 ○その他 

様式 ④ 

 

・日本一の除雪

完備の村 

 

 

 

 

 

 

・弱者に優しい

道づくり 

 

除排雪経費と維持補修費の助成制度 

 

 

 

 

 

 

 

村内幹線道路の拡幅改良と歩道の設置 

豪雪地の除排雪経費や老朽化している道

路・橋梁の維持補修費の助成は、逼迫し

た地方財政に「ゆとりと夢」をあたえる。 

・克雪対策 ・交通安全対策 ・地方財政

対策 

 

 

 

積雪時も車両の通行を容易にし、子供か

ら高齢者まで安全で安心して歩くことがで

き、暮らしやすい村づくりが進む。 

・少子高齢化対策  ・交通安全対策 




